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大きい石が割
れた時が
ちょー気持ち
良かった！！

大きくなっ

てね！

～～見学会を終えて～～

大河原砂防安全協議会、そ
の他関係者の準備のおかげ
で無事に現場見学会を行え
ることができました。見学会
では、大鹿小学生の笑顔を
たくさん見ることができ、働く
人達もより頑張れることだと
思います。これからも、大鹿
村の自然、大鹿村に住んで
いる方々、そして子供たちの
笑顔を守る建設業として、こ
れからも日々工事を進めて
行きたいと思いました。

大きくてカッコ

よかった！！

重たくて持ち
上げれない―



昭和36年6月、今から56年前に起きた三六災。当時伊那谷では1週間で
年間平均雨量の3割を超える豪雨（総雨量560㎜）を記録しました。その
ため、各地で堤防の破堤、氾濫が発生しました。大鹿村では大西山が大
崩落し、死者、行方不明者を出すという大惨事が発生しました。この災害
後、天竜川では、河川改修計画の変更や土砂災害対策などが全面的に
実施されることになりました。

天竜川上流河川事務所でも三六災害犠牲者への献花・焼香が行われました。
この日は当時に比べ気持ちのいい夏空でした。

6月29日に大西公園では災害を経験した方による慰霊祭が行われました。
当時を知る倉田さんは、「山が倒れるように崩れてきて、この下には田んぼがあっ
たが一瞬で埋まってしまった。対岸まで土砂が押し寄せてきた。そしてここ大西公
園はすごい量の土砂と大きな石がゴロゴロしていたけど、多くの人たちの力のお
かげで、長い年月をかけてこうしてきれいな大西公園ができた。」と、当時の様子
を教えていただきました。

6月7日に大鹿村交流センターにて南アルプス大鹿登山口の開山式が行われました。約40人と多くの関係者が出席され観光や登山で訪れる人たちの安

全を願いました。今年からはウェストン碑前で開かれる予定でしたがあいにくの雨のため同センターで行われました。柳島貞康村長が「今年の登山者、

関係者の１年間の無事を祈願する」とし、開山を宣言。神事で玉串を捧げて安全を祈願しました。

日本地図で見ると，南アルプスは南北に伸びる一本の山脈に過ぎない。し
かし，山岳の地形は変化に富んでいる。南アルプスは変化に富んだ景色が
多くあり，訪れた人たちに感動を与えてくれる。
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